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十
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○
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行

１
日
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錯
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、

２
日
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日
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一
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、
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木
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望
一

三
時
ｏ
八

ｙ
納こ
めと
の納
配
Ｌ
｀

針
成供
皿

七
十
五
先
勝
あ

石
井
大
今
う
６．３８

９
日

金
ひ

？
さ
る
一

白
教皇
石后
忌誕
生
口
、

京
都
丁
徳
寺
大
根
焚
き
、

１
０

日
土

・
宕

ご
り

九
紫

隷
髞
訌
大`

賢
の
皇
羅
、

１
１

日
日

っ
あ
え
い

心
八
白
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２

日
月
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？
ふ
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赤
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粒

万
倍
日

１
３

日
火

お
え
　

ｔ
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白
一

粒
万
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日

１
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日
水

お
で
っ
し

五
黄

東
京
高
論
泉
岳
寺
義
士
祭
、
不
成
就
日

１
５

日
水
そ
つ

９
否
ら
四

緑
三年
隣賀
亡郵
便
特
別
扱
い

、
東
京
世

田
谷
ボ
ロ
市
、

１
６

日
金
そ
つ

？
う
三
碧
（
・

下
弦

一
七

時
五
六
分

１
７

日
士
め
１
つ
ニ

黒
詰

討
頡
豺
貿
ん
｀

黯
晉
耳
寡
、

１
８

日
日

き
宕
　
ふ
一

白
納
め
の

観
音

１
９

日
月

諾
え

う
一

九
紫

２
０

日
火

ｇ
呑
っ
じ

八
白

２
１

日
水

つ
あ

え
念

七
赤

納
め

の
大
師

２
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日
木

っ
ち

宕
ビ
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六

白
冬
至
六

特
四

八
分

、
ゆ
ず
湯
、

２
３

日
金

お
え

い
心

五
黄

●
朔

一
九

時
一

七
分

不
成

就
日

旧
十
二
月
大

２
４

日
土

お
ヒ
　
ふ
四

緑
づ
馴
］
倍
マ

リ
イ
ブ
、

納
め

の
地
蔵
、

２
５

日
日
み
つ

宣
誓
二
碧

翁
詐
言
奸
詐
荏
村
忌
、

２
６

日
月
そ
つ

宕
う
し
二
黒

２
７

日
火

あ
え

旨
一

白
三
隣
亡

２
８

日
水

き
？
　

う
九

紫
官
庁
御

用
納
め
、

納
め

の
不
動
、

不
成

就
日

２
９

日
水

諾
え

九
つ

八
白

３
０

日
金
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七
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時
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Ｉ
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賢
し
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十
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６
．
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１

９
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十
七

先
負
お
さ

ん
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神
よ
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６
．
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１

十
八

佛
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？
才

星
　
　
　
６
．
４
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６
．
２
８

十
九

大
安
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張
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６
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０
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１
２
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２
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先
勝
Ｊ

ｔ
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五
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２
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１１ ．０３

９． ０３

３
９

苔
友
引
ふ

つ
角

大
今

う
６．４
１
６
．
２

せ
ニ

先
負
た
い

ら
亢

２２．４７

１１ ．３０

９． ４９

３
９

５
５
９

４
２

４
５
３

６
６

３
１
０

１
２

１
１

４
０

廿
四

佛
滅

さ
だ

ん
氏

大
々

う
６．４
６
．３
－

１

５
０
５

廿
丑

大
安

ご
る

房
十

し
６．４
６
．３
０．４

１

１０．１ １　 ９． ３７
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心

旧

四
六

十
一

月
小

十
二

月
大

一
年

の
締
め
く
く
り
の
月
で

あ
り
、
年
間
を
通
じ

て
最
も
日

中
の

短
い

月
で
あ
る
。

こ
の

月
の

別
名
と
し

て
「
師

走
」

の
呼
称
が

通
例
に
な

っ
て

い
る

の
は

、
や
は
り

一
般

に
師

匠
ま

で
も
走
り
出
す
月
、

と
い

う
人

間
味

を
伴

っ
た

語
感

の
せ

い
で

あ
ろ
う
か
。

年
の

最
後

の
月

と
し

て
、
各

地
で

い
ろ

い
ろ

な
行

事
や

祭
祀

が
あ

る
が

、
だ

い
た

い
が

納
め

や
供

養
で

あ
る
。

今
年

一
年

間
の
喜
び

、
反
省

等
、

そ
れ

ら
を

思
い

返
し

、
整

理
す

る
こ

と
で

、
来

る
年

へ
の

指
針
と
な

し
期
待
を

持
ち

、
そ

し
て

自
戒

す
る

べ
き

も
の

が
あ

れ
ば
心
に
誓
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

「
祭

」
歳
暮
と

は
元
来
年
の
暮

の
こ

と
で

あ
る
が
、

日
ご

ろ
世

話
に

な
っ

て
い

る
人

や
親

戚
な

ど
へ

の
、

一
年

間
の

お
礼

心
と

し
て

の
贈

り
物

が
い

つ
の

こ
ろ

か
ら

「
お

歳
暮
」
と

い
う
な
ら

わ
し

に
な

っ
た
。

正
月
始
め
は
、

こ
の

月
の
八

日
か

十
三

日
か
ら
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迎

え
る
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を
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九
友
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ぶ
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胃
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い
み
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１

下
弦
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弦
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月
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指
す
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１１．
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ｔ
　
９
４

～
　

一
二

Ｉ
　

一
１

４
一

ｌ
ｊ
『
１

１
２
．
５

と
い
い
、

ど
ち

ら
も

年
神
様
に

４． ２９　 ３． ３９　 ２． ５４　 ２１ ０　 １． ２５

丶８１９　１６ ．５４　 １５ ．３ ６　 １４ ．３ ５　 １３ ．４５

か
ら

着
手

し
た

も
の

で
あ
る
。

二
十

二
日

前
後

に
二

十
四
節

気
の

一
つ

「
冬
至
」

が
あ
る
。

こ
の

日
北
半
球
で
は

最
も
日
が

短
く
、
こ

の
日

を
境
に
日

脚
が

延
び

る
の

で
、

地
方

に
よ

り
そ

れ
ぞ

れ
の

行
事

を
持

っ
て

い
る
。

風
邪

を
ひ

き
に

く
い

と
い

っ
て

「
ゆ

ず
湯

」
に

入
る

習
慣

は
全

国
的

に
知

ら
れ

て
い

よ
う
。

二
十

五
日

は
キ

リ
ス

ト
の
降

誕
日
で
、

そ
の

前
夜
の
「

ク
リ

ス
マ

ス
イ
ブ
」

と
と

も
に
、
欧

米
で

は
正

月
よ

り
も
盛
大

に
祝

う
。

わ
が

国
で

も
キ

リ
ス

ト
教

と
は

関
係
な
く
ツ
リ

ー
を
飾
っ

た
り
、
プ

レ
ゼ

ン
ト

を
し

合
っ

た
り
す
る

家
庭

も
多
い
。

新
年

を
迎

え
る

正
月

の
飾
り

物
は
、
三

十
日
ま
で

に
は

用
意

を
終

え
る
が
、

二
十

九
日

は
苦

飾
り
、
三
十
一

日
は

一
夜

飾
り

失
礼
に
当
た
る
と
い

う
の
で
、

な
る

べ
く
早
め

の
準
備
を
心
掛

け
る

べ
き

で
あ
る
。

大
晦
日
（

お
お

み
そ

か
）
の

夜
は

神
棚

に
お

灯
明

を
あ

げ
た

り
、

年
越
し
そ
ば
（
み
そ
か
そ

ば
）

を
食
べ
た
り
、

神
社

や
寺

院
に
参
詣
し
た

り
し
、
そ
の
土

地
土
地
に
よ
っ

て
独
特
の

習
慣

を
持

っ
て

い
た

り
す
る
。

四
七


